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漢
初
に
お
い
て
儒
家
と
道
家
と
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
關
係
が
見
ら
れ
、
思
想

史
上
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
漢
代
思
想
史
上
の
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
武
帝
初
年
に
獻
上
さ
れ
た
『
淮
南
子
』
は
道
家
色
が
濃
い
も
の
の
、

儒
家
經
典
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
問
題
を
解
く
う
え
で
、
重
要
な
資
料
と

な
り
得
よ
う
。
今
回
は
、『
淮
南
子
』
中
の
『
春
秋
』
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

『
淮
南
子
』
中
で
、
い
わ
ゆ
る
『
春
秋
』
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
十
一

例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
、
主
術
訓
に
「
專
ら
敎
道

を
行
ひ
、以
て
素
王
と
成
る
。
…
…
善
を
采
り
醜
き
を
鉏
り
、以
て
王
道
を
成
す
」

と
あ
っ
て
、
孔
子
素
王
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
素
王
説
は
、
公
羊
學

者
の
董
仲
舒
ら
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
同
時
期
の
『
淮
南
子
』
主

術
訓
に
見
え
る
こ
と
は
、
漢
初
の
思
想
界
を
窺
う
う
え
で
大
變
興
味
深
い
。

こ
の
ほ
か
『
春
秋
』
觀
を
示
す
も
の
に
は
、
氾
論
訓
に
「
詩
・
春
秋
は
…
…
皆

衰
世
の
造
な
り
。
…
…
又
た
未
だ
詩
・
春
秋
を
作
ら
ざ
る
の
時
有
り
」
と
み
え
、

『
春
秋
』
は
衰
世
の
造
作
に
過
ぎ
ず
、
普
遍
性
の
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、『
淮
南
子
』
は
『
春
秋
』
と
一
定
の
距
離
感
を
保
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

傳
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、
説
林
訓
や
泰
族
訓
に
、「
春
秋
に
曰
く
」「
春
秋
之
を

大
と
す
」
と
し
て
、
公
羊
傳
文
の
引
用
が
な
さ
れ
、
公
羊
傳
義
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
泰
族
訓
に
「
泓
の
戰
、
軍
敗
れ
君
獲
ら
る
る
も
、
而
れ
ど
も
春
秋

之
を
大
と
す
る
は
、其
の
列
を
成
さ
ざ
る
に
鼓
せ
ざ
る
を
取
れ
ば
な
り
」と
あ
る
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
宋
襄
の
仁
の
故
事
だ
が
、
明
ら
か
に
公
羊
傳
の
「
君
子
は
其
の

列
を
成
さ
ざ
る
に
鼓
せ
ざ
る
を
大
と
し
、
大
事
に
臨
み
て
大
禮
を
忘
れ
ず
」
の
一

文
に
基
づ
く
。

こ
の
よ
う
に
、『
淮
南
子
』
で
『
春
秋
』
と
明
記
し
て
引
用
あ
る
い
は
傳
義
を

説
く
場
合
は
、
盡
く
公
羊
傳
と
關
連
が
あ
る
。
漢
初
の
春
秋
學
は
「
初
め
…
…
春

秋
は
公
羊
な
る
の
み
」（『
漢
書
』
儒
林
傳
論
贊
）
と
あ
る
よ
う
に
、
公
羊
傳
に
限

ら
れ
た
が
、『
淮
南
子
』
に
み
え
る
『
春
秋
』
も
同
樣
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、『
淮
南
子
』
は
公
羊
傳
か
ら
思
想
的
な
影
響
を
得
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。
近
年
、
孫
紀
文
氏
は
、
そ
の
著
『
淮
南
子
研
究
』（
學
苑
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、『
淮
南
子
』
に
は
公
羊
學
の
大
一
統
思
想
や
仁
義
・

仁
知
思
想
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
論
據
に
乏
し
く
、
孫
説
に

は
從
い
難
い
。
次
に
一
例
を
示
そ
う
。
先
に
擧
げ
た
泰
族
訓
の
一
文
で
、「
春
秋

『
淮
南
子
』
と
『
春
秋
』
公
羊
傳
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之
を
大
と
す
」と
し
て
公
羊
傳
を
引
用
し
て
い
た
。
し
か
し
實
は
そ
の
後
文
で「
方

に
言
ふ
所
を
指
し
て
、
一
概
を
取
る
の
み
」
と
い
っ
て
お
り
、「
春
秋
之
を
大
と
」

し
た
こ
と
は
物
事
の
一
端
を
取
り
上
げ
た
の
み
だ
と
指
摘
し
て
、
む
し
ろ
泰
族
訓

は
公
羊
傳
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
淮
南
子
』
編
纂
に
公
羊
傳
を
學
ん
だ
者
が
關
與
し
た
こ
と

は
確
實
だ
が
、
儒
家
思
想
の
影
響
が
濃
い
と
さ
れ
る
泰
族
訓
で
公
羊
傳
が
批
判
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
思
想
的
な
影
響
關
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

主
術
訓
に
孔
子
素
王
説
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
景
帝
時
の
博
士
董
仲
舒
と
の
關
係

で
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
『
淮
南
子
』
に
み
え
る
儒
家

經
典
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
如
上
の
内
容
に
つ
い
て
「『
淮
南
子
』
と
『
春
秋
』
公
羊
傳
」
の
論
題
で
、『
學
林
』 
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